
※２【学生イノベーションチャレンジ
推進プロジェクト】
大学等で学んだスキルを活用し、小規模
ビジネスの実現につながる活動に対し補
助金を交付して支援する

※３【指定野菜価格安定対策事業】
14品目の指定野菜の平均販売価格が保証基準
額を下回った場合、生産や供給確保に向けた
取組状況等に応じて生産者補給金を交付する

※４【防災士】
自助・共助・協働を原則として、社会のさまざまな
場で防災力を高める活動が期待され、そのための十
分な意識と一定の知識・技能を修得したことを日本
防災士機構が認証した人

※１【社会的養護経験者等】
児童養護施設等への措置を解除された者等や虐待経験が
ありながらもこれまで公的支援につながらなかった者等

　
　
ハ
レ
ノ
ワ
に
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
が
な

く
不
便
と
の
声
を
聞
く
が
、
当
初
の
計
画

に
は
な
か
っ
た
の
か
。
周
辺
道
路
整
備
は

ど
こ
が
主
管
で
計
画
し
た
か
。
ま
た
、
ど

こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
社
会
的
養
護
経
験
者
等
の
孤
立
防
止

と
自
立
支
援
を
目
的
に
、
令
和
６
年
４
月

に
国
に
お
い
て
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠

点
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
本
市
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
は
。

　
　
本
市
は
農
地
が
多
く
、
学
校
給
食
や

家
庭
で
も
よ
く
使
う
野
菜
の
生
産
農
家
を

支
え
る
施
策
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　
若
者
を
対
象
と
し
た
施
策
を
実
施
す

る
際
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
て
き

た
か
。
ま
た
、
具
体
策
や
そ
の
評
価
は
。

今
後
、
子
ど
も
や
若
者
の
声
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
就
職
促
進
を
目
的
に
市
内
企
業
の
情

報
を
掲
載
し
た
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
　
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
を
毎
年

発
行
し
、
県
内
外
の
大
学
や
市
内
の
高
校

等
に
配
布
し
て
い
る
。
工
夫
し
た
点
や
掲

載
企
業
か
ら
の
声
は
あ
る
か
。
中
学
校
に

も
置
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
設
業
界
で
は
、
人
材
不
足
等
に
よ

り
倒
産
件
数
が
増
え
て
い
る
。
現
状
が
続

け
ば
、
地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅

れ
や
災
害
時
の
復
興
・
復
旧
に
甚
大
な
影

響
が
出
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
行

政
の
支
援
に
は
限
界
が
あ
り
、
個
人
の
避

難
行
動
は
自
助
・
共
助
に
頼
る
こ
と
と
な

る
。
共
助
の
中
心
と
な
る
自
主
防
災
組
織

の
数
と
、
そ
の
中
で
の
防
災
士
資
格
の
取

得
者
数
お
よ
び
こ
の
５
年
間
で
の
取
得
者

数
は
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
防
災
士

の
資
格
を
持
つ
人
が
い
な
い
要
因
は
。

　
　
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
６
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
間
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
と
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
は
。

　
　
加
齢
性
難
聴
は
、
い
か
に
早
期
に
発

見
し
、
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
重
要

だ
。
日
本
補
聴
器
工
業
会
の
全
国
調
査
に

よ
る
と
、
難
聴
と
思
っ
て
も
６
割
の
人
が

診
察
を
受
け
な
い
と
の
結
果
だ
が
、
聴
力

検
査
の
実
施
や
支
援
を
ど
う
行
う
の
か
。

　
　
文
部
科
学
省
で
は
学
校
へ
の
不
審
者

の
侵
入
に
危
機
感
を
強
め
て
お
り
、
令
和

５
年
度
か
ら
防
犯
機
器
整
備
を
推
進
す
る

方
針
を
決
定
し
、
導
入
コ
ス
ト
補
助
割
合

を
引
き
上
げ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等
の

設
置
は
学
校
へ
の
侵
入
を
試
み
る
不
審
者

に
対
す
る
抑
止
力
を
確
実
に
期
待
で
き
る
。

今
後
の
設
置
方
針
は
。

　
　
設
計
時
か
ら
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

警
察
や
道
路
管
理
者
等
と
協
議
し
て
き
た
。

周
辺
道
路
整
備
は
再
開
発
準
備
組
合
が
計
画

　
　
若
者
は
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
存
在

で
あ
り
、
地
域
に
定
着
し
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
視
点
が
大
切
だ
。
学
生
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
参
加
し
た
学
生
の
県
内
へ
の
就

職
率
が
市
内
８
大
学
全
体
の
就
職
率
よ
り
高

く
、
地
元
定
着
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

今
年
度
は
若
者
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
こ
ど
も
施
策
に
つ
い

て
高
校
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
も
子
ど
も
や
若
者
の
声
を
施
策

に
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

閲
覧
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
。

掲
載
企
業
か
ら
は
、
就
職
活
動
を
行
う
学
生

　
　
令
和
６
年
８
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
た
難
聴
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

の
取
り
組
み
と
し
て
、
年
明
け
に
開
催
予
定

の
耳
の
聞
こ
え
講
演
会
に
合
わ
せ
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
耳
の
聞
こ

え
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
活
用
を
図
る
。

　
　
野
菜
の
収
量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
価

格
の
変
動
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な

生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
、
価
格
の
著
し
い

低
落
に
よ
る
生
産
者
の
農
業
経
営
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
国
に
お
い
て
、
消
費
量
が
特
に
多
く
国
民

生
活
に
重
要
な
14
品
目
の
野
菜
を
指
定
し
、

価
格
が
著
し
く
低
落
し
た
場
合
、
積
み
立
て

　
　
令
和
６
年
８
月
末
現
在
の
組
織
数
は
１

２
０
２
団
体
、
１
３
７
人
が
資
格
を
取
得
し

て
い
る
。
５
年
間
の
防
災
士
養
成
講
座
の
受

講
者
は
１
６
６
人
で
、
資
格
取
得
者
は
１
２

０
人
で
あ
る
。
資
格
取
得
に
は
講
座
を
受
講

し
て
試
験
に
合
格
後
、
救
命
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
登
録
料
の
支
払
い
や
受
講
す

る
手
間
な
ど
の
負
担
が
資
格
取
得
に
至
ら
な

い
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
資
格
取
得
者
数
の

向
上
を
図
る
た
め
、
６
年
度
か
ら
市
が
救
命

講
習
を
開
催
し
て
い
る
。

た
資
金
を
交
付
す
る
指
定
野
菜
価
格
安
定
対

策
事
業
に
よ
り
、
生
産
・
出
荷
の
安
定
と
消

費
者
へ
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
不
審
者
へ
の
抑
止
力
な
ど
の
観
点
か
ら

設
置
は
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、
連
合
町
内

会
か
ら
も
同
じ
意
見
が
あ
る
。
学
校
内
の
み

な
ら
ず
登
下
校
の
際
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
が
重
要
な

課
題
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
に
と
ど
ま
ら

ず
全
庁
的
に
ど
う
い
う
対
応
が
と
れ
る
か
を
、

７
年
度
予
算
要
求
ま
で
に
整
理
し
た
い
。

　
　
退
所
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
豊
富
な

経
験
を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
相
互

交
流
の
場
の
提
供
や
支
援
計
画
の
策
定
を
行

い
、
相
談
に
応
じ
る
等
の
支
援
を
始
め
て
い

る
。

　
　
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

市
全
体
で
床
上
浸
水
が
２
２
３
０
戸
あ
り
、

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
決
壊
し
た

砂
川
の
川
幅
や
堤
防
道
路
を
拡
幅
す
る
な
ど

改
良
復
旧
工
事
は
お
お
む
ね
完
了
し
て
お
り
、

西
日
本
豪
雨
と
同
等
の
雨
に
も
対
応
で
き
る

状
況
だ
。
現
在
、
砂
川
に
架
か
る
芳
野
橋
や

坂
本
橋
な
ど
の
橋
梁
の
架
け
替
え
を
実
施
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
瀬
戸
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
ポ
ン
プ
の
増
設
を
行
っ
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
発
生
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
の
発
令
な
ど
も
あ
り
、
今
後
、

地
震
対
策
等
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
　
令
和
６
年
か
ら
労
働
時
間
規
制
が
建
設

業
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
週
休
２
日

の
原
則
す
べ
て
の
工
事
へ
の
導
入
や
、
施
工

時
期
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
生
産

性
や
安
全
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
、
技
能
者
が
能
力
や
経
験
に
応
じ
た

処
遇
が
受
け
ら
れ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
受
注
者
に
推
奨
し
て
い

る
。
今
後
も
、
建
設
業
の
魅
力
を
高
め
、
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
対
象
者
の
意
向
や
心
身
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
し
て
い
た
児
童
養

護
施
設
等
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
の
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
だ
。
今
後
は
、
施
設
等

と
の
連
絡
調
整
会
議
を
定
期
的
ま
た
は
随
時

開
催
し
た
い
。

し
た
が
、
施
設
内
外
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
や
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
意
見
な
ど
か
ら
、
乗
降
場

の
確
保
は
困
難
だ
っ
た
。
安
全
性
、
利
便
性
、

運
用
面
を
勘
案
し
、
降
車
の
み
地
下
２
階
の

車
寄
せ
で
の
対
応
と
し
た
が
、
配
慮
が
必
要

な
方
は
、
地
下
２
階
へ
の
迎
車
も
可
能
と
な

る
よ
う
運
用
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

等
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
り

組
み
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
、

と
の
声
が
あ
り
、
好
評
だ
。

　
中
学
校
へ
の
配
置
は
、
中
学
生
に
市
内
企

業
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
に
な
る
た

め
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
配
布
を
行
う
。

※
１

一
般
質
問

８

一
般
質
問

一
般
質
問

25
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

ハ
レ
ノ
ワ
へ
の
迎
車
運
用
の
見
直
し

新
た
な
仕
組
み
で
施
設
や

里
親
か
ら
の
自
立
を
支
援

若
者
が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
推
進

県
内
外
の
学
生
を
市
内
就
職
に
促
す 

防
災
士
の
資
格
取
得
を
支
援

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の

現
状
と
展
望 

９

建
設
業
者
を
支
え
る
取
り
組
み

難
聴
を
予
防
し
耳
の
健
康
を
保
つ

小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
を

野
菜
の
生
産
農
家
を
支
え
る

取
り
組
み
の
充
実
を

く
ら
し
・
福
祉

産
業
・
防
災

迎車運用の見直しを行うハレノワ

市
内
に
本
社
や
事
業
所
を
持
つ

企
業
情
報
を
掲
載

ポンプを増設した瀬戸雨水ポンプ場

※
２

※
３※

４
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レ
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に
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降
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が
な
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と
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を
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、
当
初
の
計
画

に
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っ
た
の
か
。
周
辺
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路
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備
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ど
こ
が
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管
で
計
画
し
た
か
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ま
た
、
ど

こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
社
会
的
養
護
経
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の
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立
防
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と
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支
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を
目
的
に
、
令
和
６
年
４
月

に
国
に
お
い
て
社
会
的
養
護
自
立
支
援
拠

点
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
本
市
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
展
望
は
。

　
　
本
市
は
農
地
が
多
く
、
学
校
給
食
や

家
庭
で
も
よ
く
使
う
野
菜
の
生
産
農
家
を

支
え
る
施
策
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　
若
者
を
対
象
と
し
た
施
策
を
実
施
す

る
際
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
重
視
し
て
き

た
か
。
ま
た
、
具
体
策
や
そ
の
評
価
は
。

今
後
、
子
ど
も
や
若
者
の
声
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
就
職
促
進
を
目
的
に
市
内
企
業
の
情

報
を
掲
載
し
た
「
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
　
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
　
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
を
毎
年

発
行
し
、
県
内
外
の
大
学
や
市
内
の
高
校

等
に
配
布
し
て
い
る
。
工
夫
し
た
点
や
掲

載
企
業
か
ら
の
声
は
あ
る
か
。
中
学
校
に

も
置
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
設
業
界
で
は
、
人
材
不
足
等
に
よ

り
倒
産
件
数
が
増
え
て
い
る
。
現
状
が
続

け
ば
、
地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅

れ
や
災
害
時
の
復
興
・
復
旧
に
甚
大
な
影

響
が
出
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
行

政
の
支
援
に
は
限
界
が
あ
り
、
個
人
の
避

難
行
動
は
自
助
・
共
助
に
頼
る
こ
と
と
な

る
。
共
助
の
中
心
と
な
る
自
主
防
災
組
織

の
数
と
、
そ
の
中
で
の
防
災
士
資
格
の
取

得
者
数
お
よ
び
こ
の
５
年
間
で
の
取
得
者

数
は
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
防
災
士

の
資
格
を
持
つ
人
が
い
な
い
要
因
は
。

　
　
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
６
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
間
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
と
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
は
。

　
　
加
齢
性
難
聴
は
、
い
か
に
早
期
に
発

見
し
、
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
重
要

だ
。
日
本
補
聴
器
工
業
会
の
全
国
調
査
に

よ
る
と
、
難
聴
と
思
っ
て
も
６
割
の
人
が

診
察
を
受
け
な
い
と
の
結
果
だ
が
、
聴
力

検
査
の
実
施
や
支
援
を
ど
う
行
う
の
か
。

　
　
文
部
科
学
省
で
は
学
校
へ
の
不
審
者

の
侵
入
に
危
機
感
を
強
め
て
お
り
、
令
和

５
年
度
か
ら
防
犯
機
器
整
備
を
推
進
す
る

方
針
を
決
定
し
、
導
入
コ
ス
ト
補
助
割
合

を
引
き
上
げ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等
の

設
置
は
学
校
へ
の
侵
入
を
試
み
る
不
審
者

に
対
す
る
抑
止
力
を
確
実
に
期
待
で
き
る
。

今
後
の
設
置
方
針
は
。

　
　
設
計
時
か
ら
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

警
察
や
道
路
管
理
者
等
と
協
議
し
て
き
た
。

周
辺
道
路
整
備
は
再
開
発
準
備
組
合
が
計
画

　
　
若
者
は
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
存
在

で
あ
り
、
地
域
に
定
着
し
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
視
点
が
大
切
だ
。
学
生
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
参
加
し
た
学
生
の
県
内
へ
の
就

職
率
が
市
内
８
大
学
全
体
の
就
職
率
よ
り
高

く
、
地
元
定
着
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

今
年
度
は
若
者
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
こ
ど
も
施
策
に
つ
い

て
高
校
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
も
子
ど
も
や
若
者
の
声
を
施
策

に
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

閲
覧
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
。

掲
載
企
業
か
ら
は
、
就
職
活
動
を
行
う
学
生

　
　
令
和
６
年
８
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
た
難
聴
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

の
取
り
組
み
と
し
て
、
年
明
け
に
開
催
予
定

の
耳
の
聞
こ
え
講
演
会
に
合
わ
せ
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
耳
の
聞
こ

え
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
活
用
を
図
る
。

　
　
野
菜
の
収
量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
価

格
の
変
動
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な

生
産
量
を
確
保
す
る
た
め
、
価
格
の
著
し
い

低
落
に
よ
る
生
産
者
の
農
業
経
営
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
国
に
お
い
て
、
消
費
量
が
特
に
多
く
国
民

生
活
に
重
要
な
14
品
目
の
野
菜
を
指
定
し
、

価
格
が
著
し
く
低
落
し
た
場
合
、
積
み
立
て

　
　
令
和
６
年
８
月
末
現
在
の
組
織
数
は
１

２
０
２
団
体
、
１
３
７
人
が
資
格
を
取
得
し

て
い
る
。
５
年
間
の
防
災
士
養
成
講
座
の
受

講
者
は
１
６
６
人
で
、
資
格
取
得
者
は
１
２

０
人
で
あ
る
。
資
格
取
得
に
は
講
座
を
受
講

し
て
試
験
に
合
格
後
、
救
命
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
登
録
料
の
支
払
い
や
受
講
す

る
手
間
な
ど
の
負
担
が
資
格
取
得
に
至
ら
な

い
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
資
格
取
得
者
数
の

向
上
を
図
る
た
め
、
６
年
度
か
ら
市
が
救
命

講
習
を
開
催
し
て
い
る
。

た
資
金
を
交
付
す
る
指
定
野
菜
価
格
安
定
対

策
事
業
に
よ
り
、
生
産
・
出
荷
の
安
定
と
消

費
者
へ
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
不
審
者
へ
の
抑
止
力
な
ど
の
観
点
か
ら

設
置
は
有
効
と
認
識
し
て
お
り
、
連
合
町
内

会
か
ら
も
同
じ
意
見
が
あ
る
。
学
校
内
の
み

な
ら
ず
登
下
校
の
際
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
が
重
要
な

課
題
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
に
と
ど
ま
ら

ず
全
庁
的
に
ど
う
い
う
対
応
が
と
れ
る
か
を
、

７
年
度
予
算
要
求
ま
で
に
整
理
し
た
い
。

　
　
退
所
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
豊
富
な

経
験
を
も
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
相
互

交
流
の
場
の
提
供
や
支
援
計
画
の
策
定
を
行

い
、
相
談
に
応
じ
る
等
の
支
援
を
始
め
て
い

る
。

　
　
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

市
全
体
で
床
上
浸
水
が
２
２
３
０
戸
あ
り
、

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
決
壊
し
た

砂
川
の
川
幅
や
堤
防
道
路
を
拡
幅
す
る
な
ど

改
良
復
旧
工
事
は
お
お
む
ね
完
了
し
て
お
り
、

西
日
本
豪
雨
と
同
等
の
雨
に
も
対
応
で
き
る

状
況
だ
。
現
在
、
砂
川
に
架
か
る
芳
野
橋
や

坂
本
橋
な
ど
の
橋
梁
の
架
け
替
え
を
実
施
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
瀬
戸
雨
水
ポ
ン
プ

場
の
ポ
ン
プ
の
増
設
を
行
っ
た
。

　
能
登
半
島
地
震
の
発
生
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
の
発
令
な
ど
も
あ
り
、
今
後
、

地
震
対
策
等
に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

　
　
令
和
６
年
か
ら
労
働
時
間
規
制
が
建
設

業
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
週
休
２
日

の
原
則
す
べ
て
の
工
事
へ
の
導
入
や
、
施
工

時
期
の
平
準
化
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
生
産

性
や
安
全
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
、
技
能
者
が
能
力
や
経
験
に
応
じ
た

処
遇
が
受
け
ら
れ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
受
注
者
に
推
奨
し
て
い

る
。
今
後
も
、
建
設
業
の
魅
力
を
高
め
、
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
対
象
者
の
意
向
や
心
身
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
し
て
い
た
児
童
養

護
施
設
等
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
の
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
だ
。
今
後
は
、
施
設
等

と
の
連
絡
調
整
会
議
を
定
期
的
ま
た
は
随
時

開
催
し
た
い
。

し
た
が
、
施
設
内
外
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
や
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
意
見
な
ど
か
ら
、
乗
降
場

の
確
保
は
困
難
だ
っ
た
。
安
全
性
、
利
便
性
、

運
用
面
を
勘
案
し
、
降
車
の
み
地
下
２
階
の

車
寄
せ
で
の
対
応
と
し
た
が
、
配
慮
が
必
要

な
方
は
、
地
下
２
階
へ
の
迎
車
も
可
能
と
な

る
よ
う
運
用
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

等
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
取
り

組
み
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
、

と
の
声
が
あ
り
、
好
評
だ
。

　
中
学
校
へ
の
配
置
は
、
中
学
生
に
市
内
企

業
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
に
な
る
た

め
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
配
布
を
行
う
。

※
１

一
般
質
問

８

一
般
質
問

一
般
質
問

25
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

ハ
レ
ノ
ワ
へ
の
迎
車
運
用
の
見
直
し

新
た
な
仕
組
み
で
施
設
や

里
親
か
ら
の
自
立
を
支
援

若
者
が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
推
進

県
内
外
の
学
生
を
市
内
就
職
に
促
す 

防
災
士
の
資
格
取
得
を
支
援

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の

現
状
と
展
望 

９

建
設
業
者
を
支
え
る
取
り
組
み

難
聴
を
予
防
し
耳
の
健
康
を
保
つ

小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
を

野
菜
の
生
産
農
家
を
支
え
る

取
り
組
み
の
充
実
を

く
ら
し
・
福
祉

産
業
・
防
災

迎車運用の見直しを行うハレノワ

市
内
に
本
社
や
事
業
所
を
持
つ

企
業
情
報
を
掲
載

ポンプを増設した瀬戸雨水ポンプ場

※
２

※
３※

４
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